
平
成
二
十
年
四
月
十
六
日
提
出

質

問

第

三

〇

二

号

イ
ラ
ン
で
誘
拐
さ
れ
た
邦
人
の
解
放
に
向
け
て
の
政
府
の
取
組
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

302



イ
ラ
ン
で
誘
拐
さ
れ
た
邦
人
の
解
放
に
向
け
て
の
政
府
の
取
組
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
六
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
に
よ
る
と
、
昨
年
十
月
に
発
生
し
た
、
イ
ラ
ン
南
東
部
を
旅
行
中
に
中
村
聡
志
さ
ん
が
誘
拐
さ
れ
た
事

件
（
以
下
、
「
事
件
」
と
い
う
。
）
に
対
応
す
る
た
め
、
外
務
本
省
内
に
設
置
さ
れ
た
緊
急
対
策
本
部
（
以
下
、
「
緊
急
対

策
本
部
」
と
い
う
。
）
会
議
が
、
昨
年
十
二
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
て
以
降
、
一
度
も
開
催
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
緊
急
対
策
本
部
」
は
現
在
も
外
務
本
省
に
お
い
て
残
さ
れ
、
具
体
的
な
活
動
を
し
て
い
る
か
。

三

昨
年
十
月
十
九
日
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
一
一
二
号
）
に
よ
る
と
、
「
事
件
」
認
知
直
後
、
在
イ
ラ
ン
日

本
国
大
使
館
（
以
下
、
「
大
使
館
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
堂
道
秀
明
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
を

本
部
長
と
す
る
現
地
対
策
本
部
（
以
下
、
「
現
地
対
策
本
部
」
と
い
う
。
）
が
設
置
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
も

「
大
使
館
」
に
お
い
て
「
現
地
対
策
本
部
」
は
残
さ
れ
、
具
体
的
な
活
動
を
し
て
い
る
か
。

四

本
年
一
月
十
八
日
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
三
九
三
号
）
に
よ
る
と
、
「
事
件
」
認
知
直
後
か
ら
、
外
務
本

省
及
び
「
大
使
館
」
で
は
二
十
四
時
間
体
制
で
「
事
件
」
に
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
も
外
務
本
省
及
び

一



「
大
使
館
」
に
お
い
て
、
二
十
四
時
間
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


